




目的

　中毒性末梢神経疾患の患者の骨格筋においては,神経原性の筋萎縮に加え,時

に強い筋線維の壊死を認めることがある.例えばメチル水銀中毒による水俣病

は,一般には知覚性末梢神経障害が主体であるが,症例によっては神経原性筋萎

縮が認められることがある.また白血病の治療に用いられる vincristine では,

末梢神経の障害とミオパチーが起こることが報告されている.このような薬物

による末梢神経障害では,その支配下の筋線維では薬物に対する感受性が増大

し,筋病変の程度が強まるのではないかと推定した.そこで神経切断筋に対する

メチル水銀や vincristine の影響をメチル水銀の定量や電顕により検索した．


